
一
二
五

第
七
章　

議
員　
　

第
一
節　

応
召
、
当
選
証
書
の
対
照
、
入
場
及
び
紹
介　
　

（
九
八
）

第
七
章　

議
員

第
一
節　

応
召
、
当
選
証
書
の
対
照
、
入
場
及
び
紹
介

九
八　

議
員
は
、
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
又
は
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
後

初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
の
召
集
日
に
は
、
議
事
堂
中
央
玄
関
か
ら

登
院
す
る

議
員
は
、
通
常
、
各
議
院
の
玄
関
か
ら
登
院
す
る
が
、
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
又
は
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
後
初
め

て
召
集
さ
れ
る
国
会
の
召
集
日
に
は
、
議
事
堂
中
央
玄
関
か
ら
登
院
す
る
。

（
注
）
第
三
十
六
回
国
会
閉
会
後
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
三
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
第
三
十
七
回
国
会
（
特
別
）

以
後
、
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
又
は
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
の
召
集
日
に
お
け
る
議
員
の
登
院

は
、
議
事
堂
中
央
玄
関
を
使
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。



一
二
六

九
九　

通
常
選
挙
、
補
欠
選
挙
又
は
再
選
挙
に
当
選
し
た
議
員
は
、
初
め
て

登
院
し
た
と
き
に
当
選
証
書
の
対
照
を
受
け
る

通
常
選
挙
、
補
欠
選
挙
又
は
再
選
挙
に
当
選
し
た
議
員
は
、
初
め
て
登
院
し
た
と
き
に
事
務
局
に
お
い
て
当
選
人
名
簿

（
公
職
選
挙
法
第
百
八
条
の
規
定
に
よ
る
内
閣
か
ら
の
報
告
書
を
用
い
る
）
と
当
選
証
書
と
の
対
照
を
受
け
る
。

繰
上
補
充
又
は
更
正
決
定
に
よ
り
当
選
人
と
な
っ
た
議
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

一
〇
〇　

議
員
の
氏
名
は
、
原
則
と
し
て
本
名
を
用
い
る

議
員
の
氏
名
は
、
本
名
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
が
、
議
長
の
許
可
に
よ
り
、
そ
の
任
期
中
、
本
名
に
代
え
て
通
称
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
婚
姻
に
よ
り
氏
を
改
め
た
議
員
が
引
き
続
き
婚
姻
前
の
氏
を
通
称
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
議
長
が
許
可
し
た

こ
と
が
あ
る
。

（
注
）
議
員
の
氏
名
は
、
従
来
、
本
名
を
用
い
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
第
百
四
十
回
国
会
平
成
九
年
六
月
九
日
の
議
院
運
営
委
員
会

理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
旨
の
決
定
が
あ
り
、
同
年
九
月
二
十
九
日
に
召
集
さ
れ
た
第
百
四
十
一
回
国
会
か
ら
議
員
の
通
称
使

規

第

二

条



一
二
七

第
七
章　

議
員　
　

第
一
節　

応
召
、
当
選
証
書
の
対
照
、
入
場
及
び
紹
介　
　

（
九
九
、
一
〇
〇
）

用
が
認
め
ら
れ
た
。

一　

議
員
氏
名

　

議
員
氏
名
は
、
従
来
ど
お
り
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
当
選
人
報
告
に
基
づ
き
、
こ
れ
と
当
選
証
書
記
載
の
氏
名
を
対

照
し
た
も
の
（
以
下
「
本
名
」
と
い
う
。）
を
用
い
る
の
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
、
通
称
を
議
員
氏
名
と
し
て
使
用
し
た

い
議
員
は
、
当
選
証
書
の
対
照
後
、
通
称
使
用
の
許
可
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

通
称
の
範
囲

　

通
称
と
は
、
公
職
選
挙
法
制
度
上
の
通
称
（
公
職
選
挙
法
施
行
令
第
八
十
八
条
の
五
第
七
項
、
第
八
十
九
条
第
五
項
）

と
す
る
。
通
称
の
使
用
が
許
可
さ
れ
た
場
合
に
は
、
以
降
任
期
中
、
通
称
使
用
の
例
外
（
叙
位
・
叙
勲
の
申
請
等
、
専
ら

院
外
で
使
用
を
す
る
も
の
又
は
通
称
の
使
用
に
よ
っ
て
は
実
務
上
混
乱
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
）
を
除
い
て
、
通

称
を
議
員
氏
名
と
し
て
用
い
る
も
の
と
す
る
。



一
二
八

一
〇
一　

初
め
て
登
院
し
た
議
員
が
当
選
証
書
を
持
参
し
な
か
っ
た
と
き
は
、

既
に
対
照
を
終
わ
っ
た
議
員
の
保
証
に
よ
っ
て
議
場
に
入
る
こ
と

が
で
き
る

初
め
て
登
院
し
た
議
員
が
当
選
証
書
を
持
参
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
既
に
当
選
証
書
の
対
照
を
終
わ
っ
た
議
員
の
「
本

員
は
何
某
君
が
○
○
県
選
挙
区
（
又
は
比
例
代
表
）
選
出
参
議
院
議
員
に
相
違
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
」
旨
の
保
証
書

に
よ
っ
て
、
議
長
は
議
場
に
入
る
こ
と
を
許
可
す
る
の
を
例
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
議
員
は
後
日
当
選
証
書

の
対
照
を
受
け
る
。

一
〇
二　

補
欠
選
挙
又
は
再
選
挙
に
当
選
し
た
議
員
が
初
め
て
議
席
に
着
い

た
と
き
は
、
議
長
は
、
議
院
に
紹
介
す
る

通
常
選
挙
に
当
選
し
た
議
員
の
紹
介
は
行
わ
な
い
が
、
補
欠
選
挙
又
は
再
選
挙
に
当
選
し
た
議
員
が
初
め
て
議
席
に
着

い
た
と
き
は
、
議
長
は
、
新
議
員
の
議
席
番
号
、
選
出
区
及
び
氏
名
を
呼
ん
で
紹
介
し
、
新
議
員
は
起
立
し
、
他
の
議

員
は
拍
手
で
迎
え
る
の
を
例
と
す
る
。

規

第

二

条



一
二
九

第
七
章　

議
員　
　

第
一
節　

応
召
、
当
選
証
書
の
対
照
、
入
場
及
び
紹
介　
　

（
一
〇
一
、
一
〇
二
）

第
二
節　

請
暇
及
び
欠
席　
　

（
一
〇
三
）

繰
上
補
充
又
は
更
正
決
定
に
よ
り
当
選
人
と
な
っ
た
議
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

参
照　

一
二
号
、
一
二
五
号

第
二
節　

請
暇
及
び
欠
席

一
〇
三　

議
員
が
議
院
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
請
暇
書
又

は
欠
席
届
書
を
提
出
す
る

議
員
は
、
事
故
の
た
め
に
数
日
間
議
院
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
理
由
と
日
数
を
記

し
た
請
暇
書
を
議
長
に
提
出
す
る
。
七
日
を
超
え
な
い
請
暇
に
つ
い
て
は
、
議
長
が
こ
れ
を
許
可
し
、
七
日
を
超
え
る

請
暇
は
、
最
近
の
議
院
の
会
議
に
諮
る
。
た
だ
し
、
議
院
に
諮
る
日
か
ら
計
算
し
て
七
日
以
内
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
議
院
に
諮
ら
な
い
で
議
長
が
こ
れ
を
許
可
す
る
。
な
お
、
議
員
が
開
会
中
、
海
外
渡
航
す
る
場
合
に
は
、
議
院

運
営
委
員
会
理
事
会
の
了
解
を
得
た
後
、
請
暇
書
を
提
出
す
る
。

請
暇
の
許
可
を
得
た
議
員
が
、
そ
の
請
暇
の
期
間
内
に
出
席
し
た
と
き
は
、
請
暇
の
許
可
は
そ
の
効
力
を
失
う
。

公
務
、
疾
病
、
出
産
そ
の
他
一
時
的
な
事
故
に
よ
っ
て
議
院
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
議
員
は
、
そ
の
理
由
を
記

規 

第
一
八
七

条
―

　

 

第
一
八
九

条



一
三
〇

し
た
欠
席
届
書
を
議
長
に
提
出
す
る
。

（
注
）
第
三
十
八
回
国
会
昭
和
三
十
六
年
一
月
三
十
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
開
会
中
に
お
け
る
海
外
渡
航
の
た
め

の
請
暇
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
同
理
事
会
の
了
解
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
第
九
十
四
回
国
会
昭
和
五
十
六
年
一
月
二
十
九
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
病
気
に
よ
り
出
席
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
請
暇
書
で
は
な
く
欠
席
届
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
と
し
、
欠
席
期
間
が
七
日
を
超
え
る
と
き
は
、

同
理
事
会
に
報
告
す
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

参
照　

二
一
八
号

一
〇
四　

召
集
に
応
じ
な
い
議
員
に
招
状
を
発
し
た
例

第
五
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
五
月
十
一
日
議
長
松
平
恒
雄
君
は
、
同
年
二
月
十
一
日
（
召
集
日
）
以
来
召
集
に
応
じ

な
い
議
員
栗
栖
赳
夫
君
、
西
園
寺
公
一
君
、
橋
上
保
君
及
び
平
野
成
子
君
に
対
し
、
招
状
を
発
し
た
（
同
年
五
月
九
日

の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
四
君
に
対
し
議
長
か
ら
招
状
を
発
す
べ
き
で
あ
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
）
。
な
お
、
栗
栖
赳
夫
君
、

西
園
寺
公
一
君
及
び
平
野
成
子
君
は
同
月
十
四
日
に
、
橋
上
保
君
は
同
月
十
六
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
請
暇
書
を
提
出
し

た
の
で
、
議
長
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
許
可
し
た
。

国 

第
一
二
四

条



一
三
一

第
七
章　

議
員　
　

第
二
節　

請
暇
及
び
欠
席　
　

（
一
〇
四
）

第
三
節　

辞
職
、
退
職
、
資
格
消
滅
及
び
除
名　
　

（
一
〇
五
、
一
〇
六
）

第
三
節　

辞
職
、
退
職
、
資
格
消
滅
及
び
除
名

一
〇
五　

辞
表
に
は
、
辞
職
の
理
由
を
記
す
る

議
員
が
辞
職
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
辞
表
に
そ
の
理
由
を
記
し
て
こ
れ
を
議
長
に
提
出
す
る
。

参
照　

二
一
八
号

一
〇
六　

議
員
が
公
職
の
候
補
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
届
出
の
日
に
退
職
者

と
な
る

参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
る
場
合
に
、
参
議
院
議
員
が
在
職
中
そ
の
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
と
な
る
場
合
を

除
き
、
議
員
が
公
職
の
候
補
者
と
し
て
届
出
を
し
又
は
推
薦
届
を
出
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
の
日
に
議
員
を
辞
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
退
職
者
と
な
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
十
二
回
国
会　

昭
和
三
十
年
三
月
二
十
九
日
議
員
北
村
一
男
君
は
、
新
潟
県
知
事
選
挙
に
立
候
補
し
た
た
め
、

同
日
退
職
者
と
な
っ
た
。

国 

第
一
〇
七

条

規 

第
一
九
〇

条

選 

第
九
〇
条



一
三
二

以
後
同
例
が
あ
る
。

な
お
、
議
員
が
公
職
の
候
補
者
と
な
っ
た
た
め
、
退
職
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
本
人
に
対
し
て
は
別
に
通
知
す
る
こ

と
な
く
、
参
議
院
公
報
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
。

参
照　

一
一
七
号
、
五
〇
六
号

一
〇
七　

議
員
が
選
挙
関
係
訴
訟
に
お
い
て
そ
の
資
格
を
失
う
判
決
が
あ
っ

た
と
き
は
、
判
決
確
定
の
日
に
退
職
者
と
な
る

議
員
が
選
挙
関
係
訴
訟
に
お
い
て
当
選
無
効
の
判
決
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
そ
の
者
に
係
る
選
挙
無
効
の
判
決
が
あ
っ

た
と
き
は
、
そ
の
判
決
確
定
の
日
に
退
職
者
と
な
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
三
回
国
会　

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
島
根
県
選
出
議
員
櫻
内
義
雄
君
の
当
選
無
効
判
決
（
広
島
高
等

裁
判
所
）
に
対
す
る
最
高
裁
判
所
の
上
告
棄
却
の
判
決
が
確
定
し
、
同
日
同
君
は
退
職
者
と
な
っ
た
（
同
月
二
十
六

日
最
高
裁
判
所
長
官
か
ら
通
知
書
を
受
領
）
。

第
十
九
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
四
日
中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長
の
上
告
に
係
る
第
三
回
通
常
選

挙
（
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
十
四
日
執
行
）
に
お
け
る
栃
木
県
佐
野
市
の
選
挙
無
効
判
決
（
東
京
高
等
裁
判
所
）
に
対
す

国 

第
一
一
三

条

（
選 

第
二

二

〇

二

二

〇

条
）



一
三
三

第
七
章　

議
員　
　

第
三
節　

辞
職
、
退
職
、
資
格
消
滅
及
び
除
名　
　

（
一
〇
七
）

る
最
高
裁
判
所
の
原
判
決
変
更
の
判
決
（
選
挙
の
一
部
無
効
）
が
確
定
し
、
同
日
全
国
選
出
議
員
大
倉
精
一
君
、
関

根
久
藏
君
、
大
谷
贇
雄
君
、
八
木
秀
次
君
、
柏
木
庫
治
君
及
び
楠
見
義
男
君
は
い
ず
れ
も
退
職
者
と
な
っ
た
（
同

日
最
高
裁
判
所
長
官
か
ら
通
知
書
を
受
領
）
。

第
三
十
一
回
国
会　

昭
和
三
十
四
年
二
月
二
十
日
全
国
選
出
議
員
小
西
英
雄
君
の
当
選
無
効
判
決
（
東
京
高
等
裁
判

所
）
に
対
す
る
最
高
裁
判
所
の
上
告
棄
却
の
判
決
が
確
定
し
、
同
日
同
君
は
退
職
者
と
な
っ
た
（
同
日
最
高
裁
判
所

長
官
か
ら
通
知
書
を
受
領
）
。

な
お
、
議
員
の
当
選
が
無
効
と
な
る
判
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
判
決
確
定
の
日
に
退
職
者
と
な
る
。
そ
の
例
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
三
十
回
国
会
閉
会
後　

平
成
六
年
七
月
二
十
九
日
愛
知
県
選
出
議
員
新
間
正
次
君
の
公
職
選
挙
法
第
二
百
三
十

五
条
の
罪
に
よ
る
有
罪
判
決
（
名
古
屋
高
等
裁
判
所
）
に
対
す
る
最
高
裁
判
所
の
上
告
棄
却
の
判
決
が
確
定
し
、
公

職
選
挙
法
第
二
百
五
十
一
条
に
よ
り
当
選
無
効
と
な
っ
た
た
め
、
同
日
同
君
は
退
職
者
と
な
っ
た
（
同
日
最
高
裁
判

所
長
官
か
ら
通
知
書
を
受
領
）
。

参
照　

一
一
七
号



一
三
四

一
〇
八　

議
員
の
資
格
に
影
響
の
あ
る
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

言
渡
し
を
し
た
裁
判
所
の
長
か
ら
そ
の
旨
の
通
知
が
あ
る

議
員
の
資
格
に
影
響
の
あ
る
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
言
い
渡
し
た
裁
判
所
の
長
か
ら
そ
の
都
度
裁
判
書

の
謄
本
（
刑
事
事
件
に
つ
い
て
上
告
審
に
お
い
て
判
決
が
確
定
し
た
場
合
に
は
原
審
の
判
決
書
の
謄
本
を
も
添
付
）
を
添
え
て
議
長
に

そ
の
旨
の
通
知
が
あ
る
。
議
員
の
資
格
に
影
響
の
あ
る
裁
判
に
関
し
、
裁
判
所
の
長
か
ら
通
知
が
あ
る
場
合
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

議
員
の
選
挙
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合

議
員
の
関
係
者
が
公
職
選
挙
法
に
定
め
る
罪
で
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
議
員
の
当
選
が
無
効
と
な
る
場
合

議
員
が
公
職
選
挙
法
に
定
め
る
罪
に
よ
り
刑
の
言
渡
し
を
受
け
そ
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合

議
員
が
公
職
選
挙
法
に
定
め
る
罪
以
外
の
犯
罪
に
よ
り
禁
錮
以
上
の
刑
の
言
渡
し
を
受
け
そ
の
判
決
が
確
定
し
た
場

合
（
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
を
除
く
）

議
員
が
公
職
に
あ
る
間
に
犯
し
た
収
賄
罪
（
刑
法
第
百
九
十
七
条
乃
至
第
百
九
十
七
条
の
四
の
罪
）
又
は
あ
っ
せ
ん
利
得
罪

（
公
職
に
あ
る
者
等
の
あ
っ
せ
ん
行
為
に
よ
る
利
得
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
一
条
の
罪
）
に
よ
り
執
行
猶
予
付
き
で
刑
の

言
渡
し
を
受
け
そ
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合

国 
第
一
〇
九

条

選 
第
一
一
条

　

 

第
二
二
〇

条

　

 

第
二
五
四

条

政
資 

第
二
八

条



一
三
五

第
七
章　

議
員　
　

第
三
節　

辞
職
、
退
職
、
資
格
消
滅
及
び
除
名　
　

（
一
〇
八
）

議
員
が
政
治
資
金
規
正
法
に
定
め
る
罪
に
よ
り
刑
（
禁
錮
刑
で
執
行
猶
予
の
場
合
及
び
罰
金
刑
（
執
行
猶
予
を
含
む
）
の
場

合
）
の
言
渡
し
を
受
け
そ
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合

（
注
）
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
制
定
に
伴
い
、
昭
和
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日
両
院
議
長
か
ら
最
高
裁
判
所

長
官
に
対
し
、
議
員
の
資
格
に
影
響
の
あ
る
裁
判
が
確
定
し
た
が
、
そ
の
旨
の
通
知
の
規
定
が
法
規
に
な
い
場
合
に
関
し
照
会

し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
都
度
言
渡
し
を
し
た
裁
判
所
の
長
か
ら
裁
判
書
の
謄
本
を
添
え
て
そ
の
旨
の
通
知
を
す
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
通
知
に
関
し
規
定
が
あ
っ
て
も
謄
本
を
送
付
す
る
旨
の
規
定
を
欠
く
も
の
に
つ
い
て
も
通
知
の
際
、
謄
本
を

送
付
す
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
議
員
の
資
格
に
影
響
の
あ
る
規
定
の
範
囲
拡
大
に
伴
い
、
平
成
五
年
七
月
二
十
三
日
、
平
成
六
年
十
二
月
二
十
七
日
、

平
成
十
二
年
十
二
月
十
四
日
及
び
平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日
両
院
事
務
総
長
か
ら
最
高
裁
判
所
事
務
総
長
に
対
し
同
様
の
照

会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
従
来
同
様
の
通
知
を
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
な
お
、
公
職
選
挙
法
制
定
前
の
昭
和
二
十

三
年
二
月
二
十
八
日
に
も
、
両
院
議
長
か
ら
右
と
同
様
の
照
会
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

懲
役
及
び
禁
錮
を
廃
止
し
、
こ
れ
ら
に
代
え
て
拘
禁
刑
を
創
設
す
る
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六

十
七
号
）
が
令
和
四
年
六
月
十
七
日
に
公
布
さ
れ
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

参
照　

一
一
七
号



一
三
六

一
〇
九　

除
名
の
議
決
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る

議
員
除
名
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
議
長
か
ら
本
人
に
文
書
を
も
っ
て
通
知
す
る
。
そ
の
例
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
七
回
国
会　

昭
和
二
十
五
年
四
月
七
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
員
小
川
友
三
君
除
名
の
議
決
が
あ
っ
た
の
で
、
議

長
佐
藤
尚
武
君
は
、
即
日
同
君
に
対
し
文
書
を
も
っ
て
そ
の
旨
を
通
知
し
た
。

参
照　

一
一
七
号
、
四
七
七
号

一
一
〇　

議
員
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
内
閣
に
通
知
す
る

議
員
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
理
由
を
付
し
て
そ
の
旨
を
議
長
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
す
る
。

憲 
第
五
八
条

国 

第
一
二
二

条

（
規 

第
二

四

〇

二

四

〇

条
）

国 

第
一
一
〇

条



一
三
七

第
七
章　

議
員　
　

第
三
節　

辞
職
、
退
職
、
資
格
消
滅
及
び
除
名　
　

（
一
〇
九
、
一
一
〇
）

第
四
節　

逮
捕　
　

（
一
一
一
）

第
四
節　

逮
捕

一
一
一　

議
員
の
逮
捕
に
つ
い
て
許
諾
を
求
め
る
の
件
は
、
議
院
運
営
委
員

会
に
付
託
し
そ
の
審
査
を
経
た
後
、
議
院
に
お
い
て
議
決
す
る

議
員
の
逮
捕
に
つ
い
て
許
諾
を
求
め
る
の
件
が
内
閣
か
ら
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
は
、
こ
れ
を
議
院
運
営
委
員
会

に
付
託
し
そ
の
審
査
を
経
た
後
、
議
院
に
お
い
て
議
決
す
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
九
回
国
会　

昭
和
二
十
九
年
四
月
十
二
日
議
長
河
井
彌
八
君
は
、
同
月
十
日
内
閣
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
の
逮

捕
に
つ
い
て
許
諾
を
求
め
る
の
件
を
議
院
運
営
委
員
会
に
付
託
し
、
そ
の
審
査
を
経
た
後
、
同
月
十
五
日
の
会
議

に
お
い
て
、
本
件
に
対
し
許
諾
を
与
え
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

第
百
四
十
回
国
会　

平
成
九
年
一
月
二
十
八
日
議
長
斎
藤
十
朗
君
は
、
同
日
内
閣
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
の
逮
捕
に

つ
い
て
許
諾
を
求
め
る
の
件
を
議
院
運
営
委
員
会
に
付
託
し
、
そ
の
審
査
を
経
た
後
、
同
月
二
十
九
日
の
会
議
に

お
い
て
、
本
件
に
対
し
許
諾
を
与
え
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

な
お
、
本
件
を
議
決
し
た
と
き
は
、
即
日
そ
の
旨
を
内
閣
に
通
知
す
る
。

（
注
）
第
十
九
回
国
会
昭
和
二
十
九
年
四
月
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
議
員
の
逮
捕
に
つ
い
て
許
諾
を
求
め
る
の
件
が

憲 

第
五
〇
条

国 

第
三
三
条

　

 

第
三
四
条



一
三
八

提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
は
、
こ
れ
を
議
院
運
営
委
員
会
に
付
託
す
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
第
三
回
国
会
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
六
日
議
員
の
逮
捕
に
つ
い
て
許
諾
を
求
め
る
の
件
が
内
閣
か
ら
提
出
さ
れ
た
際
は
、

議
長
松
平
恒
雄
君
は
、
こ
れ
を
議
院
運
営
委
員
会
に
諮
っ
た
後
、
同
月
十
二
日
の
会
議
に
お
い
て
、
本
件
に
対
し
許
諾
を
与
え

る
こ
と
を
議
決
し
た
。

一
一
二　

会
期
前
に
逮
捕
さ
れ
た
議
員
が
あ
る
と
き
は
、
召
集
日
に
内
閣
か

ら
そ
の
氏
名
の
通
知
が
あ
る

会
期
前
に
逮
捕
さ
れ
た
議
員
が
あ
る
と
き
は
、
召
集
日
に
内
閣
か
ら
議
長
に
令
状
の
写
し
を
添
え
て
そ
の
氏
名
の
通
知

が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
四
十
一
回
国
会　

平
成
九
年
九
月
二
十
九
日
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
議
長
に
令
状
の
写
し
を
添
え
て
会
期
前
に
逮

捕
さ
れ
た
議
員
の
氏
名
の
通
知
が
あ
っ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

ま
た
、
会
期
前
に
逮
捕
さ
れ
た
議
員
に
つ
い
て
、
会
期
中
に
勾
留
期
間
の
延
長
の
裁
判
が
あ
っ
た
と
き
は
、
内
閣
か
ら

議
長
に
そ
の
旨
の
通
知
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

国 

第
三
四
三
四

条
の
二二

（
憲 

第
五
〇

条
）



一
三
九

第
七
章　

議
員　
　

第
四
節　

逮
捕　
　

（
一
一
二
）

第
五
節　

会
派
及
び
議
員
控
室　
　

（
一
一
三
）

第
百
四
十
一
回
国
会　

平
成
九
年
十
月
十
四
日
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
議
長
に
勾
留
期
間
更
新
決
定
書
の
写
し
を
添
え

て
、
会
期
前
に
逮
捕
さ
れ
た
議
員
に
つ
い
て
勾
留
期
間
の
更
新
の
裁
判
が
あ
っ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

第
五
節　

会
派
及
び
議
員
控
室

一
一
三　

議
員
が
会
派
を
結
成
す
る
に
は
、
二
人
以
上
の
議
員
を
も
っ
て
す

る
こ
と
を
要
す
る

院
内
に
お
い
て
議
員
が
会
派
を
結
成
す
る
に
は
、
二
人
以
上
の
議
員
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

議
員
の
任
期
満
了
、
辞
職
等
に
よ
り
会
派
の
所
属
議
員
が
一
名
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
会
派
は
解
消
す
る
。
そ
の
例

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
五
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
二
十
八
年
五
月
二
日　

日
本
共
産
党
は
、
そ
の
所
属
議
員
の
う
ち
二
名
が
任
期
満
了

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
解
消
し
た
。

第
三
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
二
十
九
日　

第
十
七
控
室
は
、
そ
の
所
属
議
員
の
う
ち
一
名
が
辞
職
し



一
四
〇

た
こ
と
に
よ
り
解
消
し
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

一
一
四　

議
員
が
会
派
を
結
成
し
た
と
き
又
は
会
派
の
所
属
議
員
に
異
動
が

あ
っ
た
と
き
等
は
、
議
長
に
届
け
出
る

議
員
が
会
派
を
結
成
し
た
と
き
は
、
そ
の
代
表
者
か
ら
所
属
議
員
の
氏
名
を
記
載
し
た
会
派
結
成
届
を
議
長
に
提
出
す

る
。

会
派
を
解
散
し
た
と
き
は
、
そ
の
代
表
者
か
ら
会
派
解
散
届
を
議
長
に
提
出
す
る
。

会
派
の
名
称
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
会
派
か
ら
会
派
名
変
更
届
を
議
長
に
提
出
す
る
。

会
派
に
属
し
な
い
議
員
及
び
通
常
選
挙
、
補
欠
選
挙
等
に
よ
り
当
選
し
た
議
員
が
既
に
届
出
の
あ
る
会
派
に
所
属
し
た

と
き
は
、
そ
の
会
派
か
ら
入
会
届
を
議
長
に
提
出
す
る
。

議
員
が
会
派
か
ら
退
会
し
た
と
き
は
、
そ
の
会
派
か
ら
退
会
届
を
議
長
に
提
出
す
る
。

な
お
、
議
員
の
所
属
会
派
の
変
更
は
、
関
係
会
派
か
ら
退
会
届
及
び
入
会
届
が
共
に
議
長
に
提
出
さ
れ
た
と
き
に
定
ま

る
。



一
四
一

第
七
章　

議
員　
　

第
五
節　

会
派
及
び
議
員
控
室　
　

（
一
一
四
、
一
一
五
）

参
照　

一
一
号
、
六
二
号
、
七
八
号
、
一
一
八
号
、
一
二
一
号
、
一
二
二
号
、
一
二
八
号
、
二
五
九
号
、
四

二
五
号
、
四
八
八
号
、
四
九
三
号
、
五
八
〇
号
、
五
八
五
号

一
一
五　

議
員
控
室
は
、
各
会
派
の
所
属
議
員
数
に
応
じ
て
各
会
派
に
割
り

当
て
る

議
員
控
室
は
、
議
長
が
あ
ら
か
じ
め
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
諮
っ
て
、
各
会
派
の
所
属
議
員
数
に
応
じ
て
各
会
派

に
こ
れ
を
割
り
当
て
る
。
な
お
、
会
派
に
属
し
な
い
議
員
に
つ
い
て
は
全
員
に
つ
き
共
用
の
室
を
割
り
当
て
る
の
を
例

と
す
る
。



一
四
二

第
六
節　

�

障
が
い
を
有
す
る
議
員
の
円
滑
な
議
員
活
動
に
資
す
る�

�

た
め
の
措
置

一
一
六　

障
が
い
を
有
す
る
議
員
の
議
場
等
に
お
け
る
円
滑
な
議
員
活
動
に

資
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
例

障
が
い
を
有
す
る
議
員
の
議
場
等
に
お
け
る
円
滑
な
議
員
活
動
に
資
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
議
院
運
営
委
員
会

理
事
会
に
お
い
て
申
合
せ
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠　
常
時
車
椅
子
を
使
用
す
る
議
員
へ
の
対
応

第
八
十
回
国
会
閉
会
後
昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
六
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
懇
談
会
に
お
い
て
、
常
時
車
椅
子

を
使
用
す
る
議
員
前
島
英
三
郎
君
の
議
場
等
に
お
け
る
議
員
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
旨
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。

前
島
英
三
郎
君
の
車
椅
子
使
用
に
伴
う
本
会
議
及
び
委
員
会
に
お
け
る
議
員
活
動
に
関
す
る

取
扱
い
の
件

1　

本
会
議
開
会
の
際
は
、
予
鈴
で
入
場
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
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三

第
七
章　

議
員　
　

第
六
節　

障
が
い
を
有
す
る
議
員
の
円
滑
な

議
員
活
動
に
資
す
る
た
め
の
措
置　
　

（
一
一
六
）

2　

本
会
議
の
演
壇
に
お
け
る
発
言
の
際
は
、
議
場
北
側
の
入
口
よ
り
入
場
し
、
車
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
発
言
す

る
こ
と
と
す
る
。

3　

議
席
（
委
員
席
を
含
む
）
に
お
け
る
発
言
は
、
座
っ
た
ま
ま
行
う
こ
と
と
す
る
。

4　

起
立
採
決
の
際
は
、
挙
手
を
も
っ
て
起
立
に
代
え
る
こ
と
と
す
る
。

5　

投
票
の
際
は
、
参
事
に
投
票
の
持
参
を
委
託
す
る
こ
と
と
す
る
。

6　

儀
礼
の
件
に
お
い
て
議
員
全
員
が
起
立
す
る
場
合
も
、
座
っ
た
ま
ま
と
す
る
。

（
注
）
1
に
つ
い
て
は
、
申
合
せ
当
時
、
議
員
は
本
鈴
で
入
場
し
て
い
た
。
ま
た
、
2
に
つ
い
て
は
、
第
九
十
一
回
国
会
昭
和
五
十
五

年
一
月
二
十
九
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
議
場
内
演
壇
に
向
か
っ
て
右
端
の
大
臣
席
に
至
る
通
路
の
階
段
に

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
こ
れ
を
経
て
大
臣
席
後
方
を
通
り
演
壇
に
至
る
こ
と
と
す
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

㈡　
視
覚
障
が
い
を
有
す
る
議
員
へ
の
対
応

第
百
十
四
回
国
会
閉
会
後
平
成
元
年
八
月
一
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
視
覚
障
が
い
を
有
す
る
議

員
堀
利
和
君
の
議
場
に
お
け
る
議
員
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
旨
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。

視
覚
障
が
い
議
員
に
対
す
る
本
会
議
場
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

1　

入
場
、
議
席
、
登
壇

当
該
議
員
の
入
場
、
着
席
又
は
登
壇
に
際
し
て
は
、
衛
視
が
誘
導
す
る
。
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2　

議
場
内
配
付
資
料
等
（
委
員
の
氏
名
表
等
）

本
会
議
前
又
は
本
会
議
後
に
、
議
場
内
配
付
資
料
に
つ
い
て
事
務
局
（
議
事
課
）
よ
り
当
該
議
員
側
に
連
絡

す
る
（
本
人
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
す
る
）。

3　

発
言

発
言
す
る
際
、
発
言
時
間
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
ブ
ザ
ー
を
も
っ
て
知
ら
せ
る
。

4　

記
名
投
票

イ　
採
決

白
色
・
青
色
の
投
票
札
に
何
ら
か
の
工
作
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
当
面
、
参
事
が
、
当
該
議
員

か
ら
投
票
札
を
受
け
取
り
、
当
該
議
員
所
属
会
派
の
議
運
理
事
に
投
票
が
当
該
議
員
の
意
思
と
合
致
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
後
、
代
わ
っ
て
投
票
す
る
。

ロ　
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名

甲
参
事
が
記
入
を
代
行
し
、
乙
参
事
が
当
該
議
員
か
ら
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
、
当
該
議
員
所
属
会
派
の

議
運
理
事
に
記
入
事
項
が
当
該
議
員
の
意
思
と
合
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
後
、
代
わ
っ
て
投

票
す
る
。

5　

無
名
投
票
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第
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章　

議
員　
　

第
六
節　

障
が
い
を
有
す
る
議
員
の
円
滑
な

議
員
活
動
に
資
す
る
た
め
の
措
置　
　

（
一
一
六
）

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
に
際
し
て
は
、
甲
参
事
が
記
入
を
代
行
し
、
乙
参
事
が
当
該
議
員
か
ら
投
票
用
紙
を

受
け
取
り
、
当
該
議
員
に
記
入
事
項
が
当
該
議
員
の
意
思
と
合
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
代
わ
っ
て
投

票
す
る
。

（
注
）
4
イ
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
六
回
国
会
平
成
元
年
十
一
月
二
十
九
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
当
該
議
員
所
属

会
派
の
議
員
の
介
助
の
も
と
に
自
ら
投
票
す
る
方
法
を
認
め
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
百
四
十
二
回
国
会
閉
会
後
平

成
十
年
七
月
二
十
七
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
4
ロ
及
び
5
に
つ
い
て
は
、
当
該
議
員
に
あ
ら
か
じ
め
あ
る

い
は
投
票
時
に
粘
着
性
の
点
字
シ
ー
ル
に
被
選
挙
者
名
又
は
被
指
名
者
名
の
点
字
を
打
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
所
定
の
投
票
用

紙
に
貼
り
付
け
て
も
ら
う
こ
と
と
す
る
こ
と
、
第
百
四
十
二
回
国
会
か
ら
導
入
さ
れ
た
押
し
ボ
タ
ン
式
投
票
に
つ
い
て
は
、
押

し
ボ
タ
ン
の
上
に
点
字
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
識
別
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

㈢　
常
時
車
椅
子
を
使
用
す
る
議
員
又
は
介
助
者
の
帯
同
を
必
要
と
す
る
議
員
へ
の
対
応

第
百
九
十
八
回
国
会
閉
会
後
令
和
元
年
七
月
二
十
九
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
常
時
大
型
の
車
椅

子
を
使
用
し
、
介
助
者
の
帯
同
を
必
要
と
す
る
議
員
木
村
英
子
君
及
び
舩
後
靖
彦
君
並
び
に
常
時
車
椅
子
を
使
用
す

る
議
員
横
沢
高
徳
君
の
議
場
等
に
お
け
る
議
員
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
旨
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。

確
認
事
項

議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
は
、
障
が
い
を
有
す
る
議
員
の
議
場
等
に
お
け
る
円
滑
な
議
員
活
動
に
資
す
る
た
め
の
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四
六

当
面
の
措
置
と
し
て
、
以
下
の
と
お
り
確
認
す
る
。

1 　

木
村
英
子
君
、
舩
後
靖
彦
君
の
議
席
は
、
新
た
に
設
備
さ
れ
る
議
席
二
二
一
番
、
二
二
九
番
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
、
両
君
は
、
議
席
至
近
の
扉
か
ら
入
退
場
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
、
両
君
が
医
療
機
器
の
配
備
等
で
予
鈴
前
に
議
場
に
入
場
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
は
、
議
院
運

営
委
員
長
の
許
可
を
得
て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

横
沢
高
徳
君
の
議
席
は
、
椅
子
部
分
の
な
い
議
席
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
同
君
の
会
派
へ
の

入
会
の
有
無
等
を
考
慮
し
て
、
適
当
な
位
置
に
配
置
の
上
、
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

2 　

木
村
英
子
君
、
舩
後
靖
彦
君
の
議
場
に
お
け
る
議
員
活
動
を
補
佐
す
る
た
め
、
介
助
者
の
議
場
へ
の
帯
同

に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
両
君
か
ら
議
長
に
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
こ
れ
を
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

3　

両
君
の
帯
同
す
る
介
助
者
の
行
う
こ
と
が
で
き
る
議
員
活
動
の
補
佐
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
一
般
的
な
介
助
行
為

⑵
出
席
時
の
氏
名
標
の
立
ち
上
げ

⑶
起
立
採
決
時
の
挙
手
に
よ
る
代
理
賛
否
表
明

⑷
押
し
ボ
タ
ン
式
投
票
時
の
代
理
投
票
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四
七

第
七
章　

議
員　
　

第
六
節　

障
が
い
を
有
す
る
議
員
の
円
滑
な

議
員
活
動
に
資
す
る
た
め
の
措
置　
　

（
一
一
六
）

⑸
記
名
投
票
時
の
白
色
票
、
青
色
票
の
参
事
へ
の
代
理
手
交

⑹ 

役
員
等
の
選
挙
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
お
け
る
投
票
用
紙
へ
の
代
筆
、
同
投
票
用
紙
の
参
事
へ
の

代
理
手
交

⑺
議
員
活
動
の
補
佐
の
た
め
に
必
要
な
事
務
局
職
員
と
の
連
絡
調
整

⑻
そ
の
他
、
議
院
運
営
委
員
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

4 　

記
名
投
票
、
役
員
等
の
選
挙
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
お
け
る
木
村
英
子
君
、
舩
後
靖
彦
君
、
横
沢
高

徳
君
の
投
票
は
、
当
分
の
間
、
参
事
に
委
託
す
る
も
の
と
す
る
。

　

な
お
、
起
立
採
決
に
お
け
る
三
君
の
賛
否
の
表
明
は
挙
手
に
よ
り
行
う
こ
と
と
す
る
。

5 　

木
村
英
子
君
、
舩
後
靖
彦
君
か
ら
、
議
場
に
お
け
る
円
滑
な
議
員
活
動
に
資
す
る
た
め
、
必
要
な
も
の
と

し
て
以
下
の
物
品
の
持
込
み
に
つ
い
て
議
院
運
営
委
員
長
に
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
議
院
運
営
委
員
会

理
事
会
に
報
告
の
上
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑴
意
思
疎
通
の
た
め
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
子
機
器

⑵
そ
の
他
、
医
療
上
、
議
員
活
動
上
、
必
要
で
あ
る
と
し
て
議
院
運
営
委
員
長
が
認
め
た
も
の

6 　

両
君
の
議
場
内
に
お
け
る
服
装
に
関
し
、
医
療
上
の
必
要
性
か
ら
、
帽
子
、
外
と
う
、
襟
巻
等
の
着
用
が

求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
参
議
院
規
則
第
二
百
九
条
の
禁
止
す
る
と
こ
ろ
に
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
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ま
た
、
上
着
、
ネ
ク
タ
イ
の
着
用
も
求
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

7 　

三
君
が
議
場
閉
鎖
中
、
や
む
を
得
ず
退
出
を
求
め
た
と
き
は
、
事
前
又
は
事
後
の
議
院
運
営
委
員
長
へ
の

報
告
に
よ
り
認
め
る
も
の
と
す
る
。

8 　

こ
の
確
認
事
項
に
よ
り
難
い
事
態
が
生
じ
た
場
合
は
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
又
は
議
場
内
に
お
け
る

議
院
運
営
委
員
会
理
事
の
協
議
に
よ
り
対
処
す
る
も
の
と
す
る
。

9 　

三
君
の
委
員
会
議
室
に
お
け
る
議
員
活
動
に
つ
い
て
も
、
上
記
1
か
ら
8
に
準
ず
る
も
の
と
し
、
具
体
的

な
措
置
は
、
各
委
員
会
の
理
事
会
に
お
い
て
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

（
注
）
議
席
に
つ
い
て
は
、
意
思
疎
通
の
た
め
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
子
機
器
、
医
療
上
必
要
な
各
種
機
器
等
に
用
い
る
た
め
の

電
源
を
設
置
し
、
既
存
の
押
し
ボ
タ
ン
式
投
票
機
を
移
設
し
た
。
ま
た
、
第
二
百
三
回
国
会
閉
会
後
令
和
三
年
一
月
十
三
日
の

議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
議
場
に
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
介
助
者
の
行
う
こ
と
の
で
き
る
議
員

活
動
の
補
佐
と
し
て
、
3
⑵
の
後
に
「
演
壇
へ
の
登
壇
、
演
壇
か
ら
の
降
壇
」
が
追
加
さ
れ
た
。
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